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 表紙は語る ……… 中西啓太
































































































中静 透 ・河田雅圭・今井麻希子・岸上祐子 編
昭和堂   2018年　四六判   224ページ       本体2,300円＋税
もくじ
序　生物多様性は復興に必要である〈編著者〉










椿がつないだ復興への力と協働 ―― 前浜「椿の森プロジェクト」が目指した自然と伝承の共生〈千葉 一〉
「ゆりりんの森」から ―― 海岸林再生と市民活動〈大橋信彦〉










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2018.05 JpGU（Nitzsche et. al.）Understanding 
bioaccumulat ion of metals by aquatic 
organisms in streams of different bedrock 


























































































































































































































































































































































● 閣僚宣言 - 琵琶湖・淀川流域からのメッセージ  
























Water for Our Future　私たちの未来のための水
参加者　168か国 約46,000人
● 「科学技術プロセス（Science & Technology Process）」
の実施








































































































Td SUMMER SCHOOL 2018 in Lüneburg, Germany に参加して






開   催   地：ドイツ、リュー ネブルグ、  ロイファナ大学
参加人数：31名
Day 1　　9月3日（月） Day 2　　9月4日（火） Day 3　　9月5日（水） Day 4　　9月6日（木） Day 5　　9月7日（金）
9:00 -12:30
Introduction: Historical, 
cultural backgrounds and 
current need for Td research




Methods for Td research II: 
mutual learning and 
reintegration
The Case: joint development of a Td case study design
Lunch
13:30 -18:00
Exchange on professional 
activities of participants at 
the science | society interface 
Sorting out concepts: inter-, 
multi-, pluri-, trans & 
positioning Td
Methods for Td research I: 
overview, problem framing, 
knowledge integration, 
visioning, experiencing the 
field
The Case: joint development of a Td case study design Presentation of case study 
designs
Feedback, Evaluation of 
Summer School and Outlook City Tour & dinner at the local 
brewery
Evening After work-walk Presentation of UNESCO-
Chair activities
Fading out...


































































































































































































































































































































































































 URL  http://www.chikyu.ac.jp
編集 定期刊行物編集室





































表 紙 は 語 る
五色の夜道
中西啓太（管理部調達係）
　提灯やランタンの明かりを見ると懐かし
い気持ちになるのはなぜだろうか。平成生
まれの私にとって、暗闇を照らすのはほと
んど電気照明によるものだった。けれども、
私の知らないはずの明るさは普段と異なる
ゆるやかな時間を生み、暖かさと安心感を
与えてくれる。
　写真はベトナムの港町ホイアンの夜の風
景である。「ホイアンの古い町並み」として
1999年に世界文化遺産に登録されたこの
町は昼夜を問わず多くの観光客で賑わいを
見せる。とくに、夜には色とりどりのラン
タンが路地や水面をカラフルに照らし、異
国情緒と郷愁という両義的な思い出を求め
る人たちで町はいっぱいになる。
　私はこのホイアンで町ぐるみの美しさと
いうものを体感した。ごったがえす人で少
しさきの店の売り物すら見えないけれど、
ランタンだけはこの町のずっと奥までつづ
いているのがわかる。そこで生活を営む人
たちによって、たんなる場所は独自の色を
もつ「町」となる。このホイアンでも町の
人たちが一丸となって幻想的な世界をつく
り出しているのだろう。
　ホイアンの夜景を見てもやはり懐かしさ
を感じるのは、この町の人たちもランタン
の明かりに対しておなじ思いを抱いている
からなのかもしれない。五色の夜道を歩き
ながら、そんなことを考えた。
撮影：2017年3月
ベトナム クアンナム省 ホイアン
。すで真写募応の」トステンコ真写研球地 年7102「、は真写の紙表●
